
  

 
 

～独自の価値追求を目指して～ 

「中国科学院華南植物園」と化粧品原料の共同開発を開始 

 
  株式会社コーセー（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小林 一俊）は、中国における自然科学の最

高研究機関「中国科学院」の傘下にある最大の植物園「華南植物園」と共同し、植樹・栽培した原料植物を活

用した新規植物エキスの開発を始めます。 

 

「中国科学院華南植物園」は、14,500種以上の植物と、100万点以上の保存植物標本数を保有する、世界

でもトップクラスの規模を誇る研究機関です。原料確保が難しい希少な植物に対して、保存並びに育種の観

点から、本植物園にて栽培された原料植物を用いて、化粧品原料として、植物エキスの開発とその評価研究

を共同で行います。共同開発を推進することで、より一層と「高付加価値」な新規植物エキスの探索と、その肌

効果研究が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

「中国科学院華南植物園」について 

1929年に創設し、来年で90周年を迎える歴史ある研究機関。植物に関わる生態学、分類学、資源や、バイ

オテクノロジー、園芸など、各分野における豊富な研究成果を保有しています。 

研究成果の多くは、国際的な学術誌や専門著書へ掲載されており、世界的にも注目されています。また、

絶滅危惧種植物の保護と資源植物優良品種の選抜や新品種改良などの研究レベルも世界的な評価を受け

ています。日本の化粧品会社が「中国科学院華南植物園」に植樹、栽培を委託し、それを利用して化粧品原

料を開発した例はこれまでにありません。 

「中国科学院華南植物園」との共同開発は、当社の長期ビジョン「VISION 2026」で掲げている「独自性のあ

る商品の積極的な開発」に向けた取り組みのひとつです。 

 

 

共同開発契約の調印式の様子 
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中国科学院華南植物園内での記念植樹の様子 
 

 


